
テーマ：「コロナを経験して、これからの健康なまちづくりを考える」 

令和５年度 健都ふくしま創造市民会議 

 

日時：令和６年１月１５日（月）                      

                      午後２時～午後３時３０分 

場所：福島市保健福祉センター 大会議室  

 

 

 

 

―――――  次   第  ――――― 

１ 開  会 

 

２ 市長あいさつ 

                          

３ 議事 

 （１）取り組み報告 

  ➀福島市から 

    福島市保健所 

  ➁健都ふくしま創造市民会議構成団体から 

・全国健康保険協会福島支部        

    ・福島商工会議所                 

    ・株式会社福島民報社        

    ・一般社団法人 福島薬剤師会           

  ③地域の健康づくり推進組織から 

    健都ふくしま創造事業飯野地区推進委員会  

  ④各構成団体の取り組みアンケート結果報告  

 （２）意見交換 

 （３）「健都ふくしま創造宣言」 

 

４ 閉 会 

 

 



令和５年度 健都ふくしま創造市民会議

福島市からの取り組み報告

～ふくしまし健康づくりプラン２０１８の評価と
ふくしまし健康づくりプラン２０２４～

福島市保健所

資料１
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健都ふくしま創造市民会議

食・栄養 運 動 血圧管理無煙環境 歯・口腔 適正飲酒休 養 社会参加

「健都ふくしまの創造」市民運動
市長をトップに「健都ふくしま」の実現に向けた市民、民間、行政等総ぐるみ運動

健 康 寿 命 の 延 伸

心筋梗塞・脳卒中の減少に向けた健康意識の醸成

一人ひとりの健康を
応援する環境づくり

職場の健康づくり地域の健康づくり

・受動喫煙防止環境の整備

・健康的な食環境の整備

・日常生活に取り入れやすい

運動環境の整備

・福島市健康づくりポイント事業

・住民主体の地区単位活動

・生活習慣病やがん予防などの

健康課題解決を目指す取組

・地区組織、学校、関係機関等

と連携した全世代の健康づくり

・事業所、関係機関等と連携強化

・働く世代の健康づくり体制の

構築

・生活習慣病やがん予防などの

健康課題解決を目指す取組
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新型コロナウイルス感染症感染拡大による影響

在宅時間の増加

人との交流の減少
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ふくしまし健康づくりプラン２０１８
（計画期間：平成３０年度～令和５年度）

ふくしまし健康づくりプラン２０２４
（計画期間：令和６年度～令和１１年度）
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急性心筋梗塞・脳梗塞の死亡状況（標準化死亡比）

標準化死亡比（SMR）とは
年齢構成の異なる地域間の死亡状況を比較するために算出したもの。
全国を１とし、１より大きい場合は全国平均より死亡率が高く、１より小さい場合は死亡率が低い。

男女とも、全国より高い
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メタボリックシンドローム該当者・予備群の割合
福島市国保特定健診受診者（40～74歳）の
メタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合

男女とも増加傾向
男性は約半数がメタボ該当

または予備群
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血糖の値が高い人の割合

ヘモグロビンA1c６．５％以上
は、受診勧奨値レベル

男女とも年々増加

福島市国保特定健診受診者（40～74歳）の
ヘモグロビンA1c6.5以上の者の割合

ヘモグロビンA1cとは
過去２か月の平均の血糖値を反映する検査項目のこと。
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子どもの肥満の割合
どの年齢でも増加

福島市学校保健統計調査 肥満度２０％以上の割合
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1日あたりの食塩摂取状況
（福島県）

福島県の食塩摂取量は
男性第1位、女性第2位の多さ

※男性は宮城県と同率1位
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緑黄色野菜の摂取状況

男女とも
H２８年に増加したものの、
R3年には減少へ

緑黄色野菜をほとんど毎日食べる割合（18～84歳）
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運動習慣の実施状況
週２回以上運動する人の割合（18～84歳）

H23年とR3年を比べると増加し
ている年代が多い。
20～64歳の年代で実施する割合
が低い。
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こころの健康
ストレスを解消できない人の割合（中学生～84歳）

どの年代でも増加
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ふくしまし健康づくりプラン2018 評価

C評価が78.6％
を占める

項目 内容

S
目標に対する達成状況が
　　　　　　　１０割以上（達成）

A 　　　〃　　　　８割以上１０割未満（概ね達成）

B 　　　〃　　　　５割以上８割未満

C 　　　〃　　　　５割未満
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ふくしまし健康づくりプラン２０２４

基本理念

基本目標

基本方針

生涯にわたって安心して健康で暮らせるまち
～ みんなで創る 健都ふくしま～

健康寿命の延伸

市民、民間、行政など総ぐるみの健康なまちづくりの推進

一人ひとりの健康に関する
生活習慣づくり

生活習慣病の発症予防
と重症化予防

健康を支え、守るための
社会環境づくり
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身体活動・運動 休養・こころの健康 歯と口腔の健康栄養・食生活 たばこ・アルコール

健 康 寿 命 の 延 伸

がん 脳・心血管系疾患 糖尿病肥満・メタボリックシンドローム 慢性閉塞性肺疾患（COPD） 感染症

放射線に関する
健康管理

社会環境づくり
健康や医療の情報を入手し、理解して活用する力

「ヘルスリテラシー」の向上

健康管理・疾病予防

生活習慣の改善

生涯を通じた
健康づくり
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健都ふくしま創造市民会議

食・栄養 運 動 血圧管理無煙環境 歯・口腔 適正飲酒休 養 社会参加

「健都ふくしまの創造」市民運動
市長をトップに「健都ふくしま」の実現に向けた市民、民間、行政等総ぐるみ運動

健 康 寿 命 の 延 伸

心筋梗塞・脳卒中の減少に向けた健康意識の醸成

一人ひとりの健康を
応援する環境づくり

職場の健康づくり地域の健康づくり
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mi

健 康 な ま ち づ く り

健脚文化 ICTを活用し
た健康づくり

健康づくりで競争
（共創）チャレンジ

すこやかに
生み育てる

いきいき
ももりん体操

適しお

市内大学等
との連携

市民を中心に民間、行政、三位一体による推進体制

市 民 行 政民 間

～福島らしさを活かした主な取組～
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全国健康保険協会福島支部
の取り組み報告

令和５年度 健都ふくしま創造市民会議
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取り組み

◆「健康事業所宣言」事業
平成２７年４月からの継続事業（令和５年１０月末時点エントリー1,993事業所）

事業所の健康経営サポート

・保健師による新規エントリー事業所への訪問：電話支援

・健康度測定器（血管年齢、骨密度測定器）の貸し出し

・福島県歯科医師会による歯周病講習会

・福島産業保健総合支援センターによるメンタルヘルス講習会

・福島県理学療法士会による運動セミナー

・事業所での運動機会・ヘルスリテラシー向上のため、民間事業所を活用した

出前講座の実施

・事業所の健康度を見える化したレポートの発行

・広報誌を活用した取組好事例、健康情報の提供
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取り組み

◆「健康づくり関連」事業

・小学校における健康教室の実施

・事業主、事務担当者向けメンタルヘルスセミナーの実施

・加入者個人ごとの健康状態に合わせた個別性の高い通知

の送付

◆協会けんぽ福島支部LINE公式アカウントを開設

月２～３回、健診・健康に関する情報の配信

ケンタくん
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課題

当協会における福島支部加入者の状況として、

・全般的に生活習慣病リスクが高く、特に

メタボ、血圧、脂質保有者の割合が高く

なっています。

・生活習慣要改善者（喫煙習慣、運動習慣

要改善者）の割合が高くなっています。
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自組織の健康宣言

健康課題解決に向けた施策の方向性

• 健診受診率、特定保健指導実施率の向上を図ります。

• 「健康事業所宣言」事業に参加する事業所数の拡大を図ると
ともに、参加事業との連携・支援を通じて健康経営を積極的
に推進します。

• 自身の健康状態を経年で確認することにより、生活習慣の改
善や早期の受診を促す個別性の高い資料を送付するなど、加
入者個人への直接的な働き掛けを行います。

• 「血圧、血糖、LDL」に着目し、未治療者の重症化予防事業
を行います。
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